
角鹿の塩：呪われなかった唯一の塩 

 

概要 

 若狭湾（現在の敦賀市）沿岸の角鹿地域は、何世紀にもわたり良質な塩の生産地として知ら

れていました。さらに、一時期、天皇が食べても安全な唯一の塩と見なされていました。古代の物語

によると、都での政治的陰謀と報われない愛が原因で、復讐に燃える大臣が日本中の塩に呪いを

かけました。しかし、幸いなことに呪いをかける際に、彼は角鹿の名前を言い忘れたため、そこで生産

された塩は呪いを免れたとされ、角鹿は宮廷や都の貴族にとってさらに貴重な塩の供給源になりまし

た。 

 

詳細情報 

 8 世紀の日本の歴史書である日本書紀によると、有力で高位の大臣であった平群真鳥（～

498年）は、伝説の第 24代天皇である仁賢天皇（449年～498 年）の死後、権力を握って

国を支配しようとしました。真鳥は、亡き天皇の幼い息子である後の武烈天皇（489 年～507

年）の代理で行動していると主張し、跡継ぎのために作られた壮大な宮殿に住んでいました。 

 

 武烈天皇が成長するにつれ、彼は真鳥の息子である平群鮪の秘密の恋人であった影姫に求愛を

始めました。影姫は皇子の誘いを断るとどうなるかを恐れ、渋々ながらも会うことに同意しました。真

鳥は武烈天皇へ馬を提供するよう命じられ、その命令を受け入れつつも嘲笑しながら「誰のために宮

殿の馬があるのか？もちろん、彼の命令には従わなければならない」と言いつつ、故意に馬を遅らせま

した。 

 

この妨害にもかかわらず、武烈天皇は詩の朗読会で影姫に近づきました。鮪は邪魔をしようとしまし

たが、立ち去るように命じられました。この二人の若い男たちは、比喩の中に脅迫や侮辱を隠した詩

を交換しました。鮪が身を引くことを拒否したとき、武烈天皇は次の詩歌を使って影姫への愛を直接

宣言しましたが、鮪は自分の愛こそが影姫が必要とする唯一の愛であると返答しました。 

 

 武烈天皇はその時、鮪と影姫がすでに恋人同士であることに気づきました。馬の一件を思い出し、

無礼に激怒した武烈は、鮪を処刑し、真鳥を殺すよう手配しました。恨みでいっぱいとなった真鳥

は、死ぬ前の最後の復讐として海の塩すべてに呪いをかけ、最終的に呪われた塩が天皇の食卓に



届くことを期待しました。彼は数えきれないほどの地名を挙げましたが、どうやら角鹿地域の名前を言

い忘れたため、角鹿の塩だけが天皇が食べても安心だと考えられるようになりました。 

 

 この出来事が古代の物語が示唆する通りに起こった可能性は低いですが、角鹿の塩が高く評価さ

れた理由として興味深い説明を提供しています。この物語はまた、若狭湾と都との関係を強調し、

宮廷や貴族の間での出来事がどのようにして比較的小さく遠く離れた沿岸地域からの商品の評判と

消費に影響を与えたかを示しています。 

 

展示品 

 この展示では、角鹿の塩の生産にまつわる遺物や複製品などが紹介されています。注目すべき

品々には、松原製塩所跡で発見された古代の陶器や、角鹿から当時の首都であった平城京（現

在の奈良）への塩の供給を示した木製の荷札のうちの 1 つを複製したものなどがあります。角鹿の

塩の物語を伝える日本書紀の 1 ページを拡大した複製や、松原製塩所跡の写真も情報パネルで

見ることができます。 


